
  

  
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
国税庁長官認定 特定非営利活動法人 ＲＤＡ Ｊａｐａｎ 会報       

   ＲＤＡ Ｊａｐａｎ Ｎｅｗｓ 
   Riding for the Disabled Association Japan 

     ～ 障がいを持つ人のための乗馬 ～ ２００９年８月１日 第６５号 

RDA Japan News 第 65号 （１） 

● 「乗馬インストラクターと医療関係者のための講習会」を開催しました 

６月６日から８日の三日間、栃木県那須野ヶ原ファームにて「乗馬インストラクターと医療関係者

（PT・OT）のための講習会」が開催されました。受講者は馬事関係が１３名、PT（理学療法士）５
名、OT（作業療法士）５名、ST（言語療法士）１名、教育関係他３名の計２７名でした。 
６、７日が医療関係者、７、８日が馬事関係者を対象にプログラムを組み、両者の協働のもと、より

安全で効果的な障がい者乗馬を目指すことを目的としました。 

三日間を通し、馬事と知的障がいライダーをメアリー・ロングデン女史が、人間の発達や肢体障がい

ライダーをヴィッキー・メルビル女史が、指導、講義にあたりました。 

また、７日には那須野ヶ原ファームの専属トレーナーでもある宮田朋典氏から、実馬を用い馬の行動

や心理面に重きを置く調教、管理の講義がありました。午後からは受講者が３班に分かれ、両女史の

指導を受けながら、知的障がいライダーと肢体障がいライダーのレッスンを行いました。 

メアリー女史が五つ星の馬と表現したように、那須野ヶ原ファームの馬たちの調教、管理は行き届い

ており、障がい者乗馬活動における「信頼できる馬」の存在を再確認いたしました。 

また受講者の皆さまからのアンケートでは、具体的なケーススタディや実際の乗り手のレッスンの組

み立てや評価の仕方をより詳しく知りたいといった希望が多く見られました。こうしたアンケート結

果をフィードバックすべく、各地でのクリニックの開催なども今後の RDA Japanの課題として検討
してまいります。 

今回この講習会を開催するにあたりご寄付くださった株式会社リズメディア様、素晴らしい馬と施設

とスタッフをご提供くださった那須野ヶ原ファーム様、遠くまでお越しくださった受講者の皆さま、

熱心にご指導戴いた講師陣、お世話になった全ての方々と馬たちに心から感謝いたします。 

 
● ＲＤＡＪａｐａｎ認定インストラクター５名誕生！ 

６月９日に那須野ヶ原ファームで、RDA Japan認定インストラクター資格試験が執り行われました。 
筆記試験、引き馬（メアリー、ヴィッキー女史担当）、乗馬技能実技（日体協コーチ・全乗協インス

トラクター安岡嘉彦氏、全乗協インストラクター大塚千晶氏担当）、障がい者乗馬レッスン実技（メ

アリー、ヴィッキー女史担当）、面接（安岡氏、大塚氏、RDA Japan浅利理事担当）の５項目につ
いて審査されましたが、日頃の成果が実って全員合格となりました。今回 RDA Japan B級インスト
ラクターに認定されたのは、以下の５名の方です。今後ともよろしくお願いいたします。 

・黒田 朋子さん （群馬県 ハローヒポ） 

・土谷 麻紀さん （埼玉県 つばさ乗馬苑） 

・野田 純子さん （福岡県 恵光園） 

・宮武 道子さん （栃木県 RDA宇都宮） 
・吉田 紀代美さん（群馬県 ハローヒポ） 

 

ご報告 

● インストラクターを目指す方へ 記録のお願い 

RDA Japanではインストラクターの試験をお受けいただく際に『ログブック』の提出をお願いして
おります。今後 RDA Japan認定インストラクター資格の取得をお考えの方は定められた書式とご自
分のノートでも構いませんので、日時や騎乗者のプロフィールなどを記録なさることをお勧めいたし

ます。RDA活動のためのガイドブック（１冊 2,000 円で頒布）の巻末にも様式例がありますので、
ご参照ください。 



  

● 会費納入とご寄付のお願い 

RDA Japanは、皆さまからの会費とご寄附によって活動をする特定非営利活動法人です。 
2009 年度会費を未納の方は、郵便振替または銀行振込で納入くださいますようお願い申し上げます。 

■ RDA Japanの年会費 
正会員／３,０００円  賛助会員／一口１,０００円（三口以上、口数の上限はありません） 

■ RDA Japanへの寄附は税制優遇の対象です 
国税庁長官より認定されている RDA Japanへの寄附は、個人は所得税において、企業は法人税にお 
いて税制優遇措置を受けることができます。 

■ 年会費や寄附金の振込先 

＜郵便振替＞ 口座番号：００１００-４-３２２７９ 口座名義：ＲＤＡ Ｊａｐａｎ 

なお郵便振替をご利用の場合は下記の内容を必ず明記して下さい。 

          ・氏名、住所、電話番号、振込目的（正会員費・賛助会員費・寄付のいずれか）。 
会報はホームページ上でご覧いただけるようになりましたので、ダウンロードできる方は

経費削減にご協力ください。ご協力いただける方は、お手数ですが「事務局のメール」ま

たは「郵便振込用紙」に、会報発送は必要ない旨をご連絡ください。 

＜銀行振込＞ 三菱東京ＵＦＪ銀行広尾支店 普通預金 １１５２７４０ 

 
 
 

RDA Japan News 第 65号 （２） 

● RDA Japan 認定団体のお知らせ 

RDA Japan では、３年ごとにユニットを認定しています。新規のお申し込みも随時受け付けてお
りますので、詳しくは、事務局までお問い合わせください。 

● 人材紹介登録のお願い！！！ 

「障がい者乗馬活動を始めたいから指導者がほしい」「日々の活動のなかで医療的な疑問を感じ

る」・・・RDA Japan ではインストラクターを始め、理学療法士、作業療法士とのネットワーク
作りを大切にしています。現場のニーズにお応えできるよう、可能な限り活動地域近隣の人材を

紹介するシステムを構築中です。 

そこでインストラクター、理学療法士、作業療法士、馬のプロフェッショナルなどありとあらゆ

る RDA活動の一員となってくださる方を正会員から募集いたします。 
興味のある方、登録を希望なさる方は、どうぞ事務局までご連絡ください。 

また疑問・質問などもお気軽に事務局にお尋ねください。 

●「学生のための障害者乗馬講習会」が開催されました 

６月１３日（土）、山梨県にある帝京科学大学において RDA Japanと共催で学生のための障害者乗
馬講習会が開催されました。この講習会は、将来の障害者乗馬を担う人材育成を目的に、RDA Japan
が海外から招聘したメアリー女史、ヴィッキー女史の両講師によって、関東近辺の大学生や専門学

校生を対象に企画されました。 

当日は晴天に恵まれ、午前中の実技編では大学の馬を使った実践的な講習を、午後の初心者編では

動画や写真をふんだんに使った講義が行なわれました。７つの学校から動物関連やリハビリ関連の

学科に所属する５２名の学生が参加し、学生同士で情報交換が行なわれるなどとても充実した一日

になりました。参加学生のアンケート調査では「もっと経験を積んで、次は実践的な質問をしたい」

「障害者乗馬はすばらしい活動だということがわかった」などたくさんの意見が寄せられました。 

また RDA Japan副理事長の竹田先生による乗馬効果の研究報告や RDA活動の紹介などもあり、み
なさん興味津々で先生の講義に聞き入っていました。RDA Japanは障害者乗馬にかかわる人材育成
を活動のひとつに掲げており、今後も機会があれば、今回のような後進の育成にも力を注いで行き

たいと考えています（浅利）。 

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 



  

● ＲＤＡ宇都宮の定期レッスン 
ＲＤＡ宇都宮では、障がい者乗馬の定期レッスンを水・金・土・日・月曜日に実施しています。 
皆さんのお力添えをお願いします。 
定期レッスンをお手伝いいただけるたくさんのボランティア参加をお願いいたします。 
場所：ＲＤＡ宇都宮（栃木県宇都宮市） 
問合：ＲＤＡ宇都宮 井原さん / Tel・090-3530-9256  ホームページ：http://www.rdau.com 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RDA Japan 関係団体の定例乗馬会 

● クローバーの定期乗馬会 
クローバーでは、月 1回の定例乗馬会を行っています。乗馬会をお手伝いいただけるたくさんの 
ボランティアをお待ちしています。興味のある方は是非、お問い合わせください。 
日時：毎月第２土曜日 13時~16時 
場所：北海道浦河町乗馬公園（覆馬場） 
問合：乗馬ボランティアクラブ「クローバー」 飯岡さん / Tel・090-7641-8094 
 

 

● パカポコクラブの定期乗馬会 
パカポコクラブでは、障がい者乗馬の定期乗馬会を行なっています。 
ボランティアも乗り手も募集しています。たくさんの皆さんにご参加いただいて定期乗馬会を盛り

上げていきたいと思っています。ご参加お待ちしております！  
日時：毎月第４日曜日 10時～12時 ／ 毎月２回土曜日 14時～16時 
場所：佐々木牧場（岩手県一関市） 
問合：パカポコクラブ 佐々木さん / Tel・0191-82-5584 
 

● ＲＤＡ横浜の定期レッスン ボランティア募集 
ＲＤＡ横浜では、火・水・金・土曜日（各日とも主に午後）に定期レッスンを行っています。 
レッスンをお手伝いいただけるたくさんのボランティア参加をお願いいたします。 
場所：横浜乗馬倶楽部（三ツ沢公園内） 
【横浜市営地下鉄・三ツ沢上町駅下車、徒歩 5分／バス停・三ツ沢グランド前下車、徒歩 2分】 
問合：ＲＤＡ横浜 野口さん/ Tel・080-5382-9188 ホームページ：http://www.rda-yokohama.jp/ 
 

● ＮＰＯゆきわりそう ハローヒポの障がい者乗馬教室 
定期レッスンを毎週木・土・日曜日におこなっています。 
馬に乗るだけでなく、世話や作業、ふれ合いを通じ馬と親しみ、社会性や情緒を育てることを目的

とし活動しております。ボランティアのご協力をお願いします。 
場所：群馬県安中市松井田町行田５２ ＮＰＯゆきわりそう ハローヒポ Tel・027-380-7088 
問合担当：黒田さん ホームページ：http://www.yukiwari.org/hellohippo/ 
 
ぽちっと裏方紹介 

RDA Japan News 第 65号 （３） 

● 理事 秦 寛（はた ひろし）です 

北海道新ひだか町にある北大牧場で 150 頭の牛と 100 頭の馬と暮らしています。朝、窓の外で馬が
鼻をならす音で目が覚めることもある牧場のくらしを楽しみながら、その延長線上で「牧場のくらし

と自然」という体験型の教育演習なども開講しています。北大牧場ではサラブレッドも生産していま

すが、馬のほとんどは北海道和種馬（通称、ドサンコ）で、かれらの保存と活用は重要な教育研究の

テーマの１つです。ドサンコは、北海道開拓の歴史の中で漁労や農耕、木材運搬、交通などの手段と

して大きな役割を果たし、最盛期には 9 万頭を数えましたが、今日では 1400 頭余りにまで減少し
ており、保存や増殖のためにかれらの活躍できる場をつくることが重要になっています。北大牧場で

はドサンコの森林管理への活用、馬肉生産などの研究をしていますが、できることなら人間とある種

の信頼関係を築きながら一つの作業を一緒に行うという本来の仕事をさせてやりたいと考えていま

す。障がい者乗馬はまさにそのような仕事で、野山を駆け巡るトレッキングとならんでドサンコが力

を発揮できる分野だと思います。ただ現状ではドサンコの評判は必ずしも良くはないようですが、そ

の原因はドサンコの能力を適正に引き出す育成・調教システムが出来ていないことが大きいと考えら

れ、そうした仕組みづくりに早く着手しなければと思っています。（次のページへ続く） 
 



  

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              
 

RDA Japan News 第 65号 （４） 

ご支援に感謝いたします 
 

● 企業や団体の皆さまから、たくさんのご支援をいただいて活動しています 
※ これまで、ご支援をいただいた企業や団体の皆さまです。（敬称略、順不同をお許しください） 

株式会社クリニコ / 日本ケミカルリサーチセンター株式会社 / ジェーシーアール株式会社 
日本馬主協会連合会 / 凸版印刷株式会社 / 株式会社ハウフルズ / リーバイ・ストラウスジャパン 

ゴールドマン・サックス証券株式会社 / 財団法人損保ジャパン記念財団 / 社団法人東京青年会議所 

財団法人笹川スポーツ財団 / グレート・ブリテンササカワ / 大日本住友製薬株式会社 / カバロ東京 
日本郵政公社 / モルガン・スタンレー証券株式会社 / メリアル・ジャパン株式会社 / 乗馬ライフ 
独立行政法人日本スポーツ振興センター / 東京都共同募金会 / 東京マリーンロータリークラブ 

財団法人日韓文化交流基金 / 株式会社カンバセーション アンド カムパニー / 北澤商事有限会社 
バキュームモールド工業株式会社 / バキュームモールド販売株式会社 / 株式会社エヌケイケイ 
有限会社ピアッフェ / 株式会社不動産投資研究所 / 日本エンタープライズ株式会社 
財団法人ヨネックススポーツ振興財団 / 独立行政法人福祉医療機構 / 社団法人東京倶楽部 
東京大崎ロータリークラブ /ハートランド牧場 /財団法人日本社会福祉弘済会 /株式会社リズメディア 
 

● お引越しをされた方は、新住所をお知らせください 
転勤や就職、進学などで住所変更される方、また市町村合併に伴って住所表示が変更になる方もいら

っしゃると思います。RDA Japanではメール便を活用し会報等を発送しています。郵便物と違って
転居しても転送されません。事務局へのご連絡は、電話、メール、郵送にてお願いいたします。 

なお、メールアドレスは rda@rdajapan.comに変わっております。 
 

事務局から 

 

● 活動予定や活動報告、ご意見などを、ぜひお寄せください 
ＲＤＡ Ｊａｐａｎ Ｎｅｗｓは、皆さまからの情報で成り立っています。 
乗馬会や講習会などの情報、ご意見やお便りなど以下の法人メールにドシドシお寄せください。 
次号の締切は、１０月１０日です。 
 

編集担当から 

発行：特定非営利活動法人 ＲＤＡ Ｊａｐａｎ （国税庁長官 認定ＮＰＯ） 
            〒174－0043  東京都板橋区坂下１－３６－７－１０３ 
            電話・080－6519－7818      Ｅメール・rda@rdajapan.com 
            ホームページ・http://www.rdajapan.com/ 

 ＜郵便振替＞口座番号：００１００-４-３２２７９ 口座名義：ＲＤＡ Ｊａｐａｎ 
         ＜銀行振込＞三菱東京ＵＦＪ銀行広尾支店 普通預金 １１５２７４０ 
               口座名義：アールディーエージャパン 
 

● 理事 柴尾小百合（しばお さゆり）です 

こんにちは。パカポコ山口(山口県障害者乗馬の会)の柴尾小百合です。私と障がい者乗馬との関わ

りは、2001 年に開催された「山口きらら博」での「障害者のためのポニー乗馬会」にボランティア

参加したことがきっかけです。私自身乗馬は子供の頃から趣味で続けていましたが、障がい者乗馬

のレッスンをすることで、正しい姿勢で乗馬することの大切さなど、自分自身の乗馬についても改

めて深く考えるようになりました。また、長く関わるうちに「大人の障がい者の方も安心して乗れ

る馬を育てたい」とも思うようになり、現在では私の育てた馬が乗馬会で活躍してくれたり、健常

者と同じ競技会に参加できるようにもなりました。もちろんこのような事が実現できたのは、日本

全国あるいは海外も含め RDA Japanの講習会などで知り合った講師の先生方など、多くのプロのホ
ースマンの助言のおかげです。これからも RDA Japanが、障がい者乗馬に取り組む皆様のためのよ
き情報交換の場であるよう、頑張りたいと思います。 

 

そのようなことでドサンコの就職口を想いつつ、障がい者乗馬に使うことのできる馬を生産・提供

する立場から RDA活動に関わっていきたいと考えていますので、よろしくお願いします。 


